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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第３四半期累計期間
第14期

第３四半期累計期間
第13期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 1,703,206 1,759,950 2,398,307

経常利益 （千円） 521,098 657,858 732,638

四半期（当期）純利益 （千円） 328,233 418,939 465,862

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 393,911 395,246 394,793

発行済株式総数 （株） 10,395,000 20,941,200 10,445,400

純資産額 （千円） 2,148,676 2,655,597 2,265,594

総資産額 （千円） 2,550,790 3,008,438 2,801,073

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 15.80 20.05 22.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 15.60 19.96 22.14

１株当たり配当額 （円） － － 5.00

自己資本比率 （％） 84.24 88.27 80.88

 

回次
第13期

第３四半期会計期間
第14期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.99 6.14

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については関連会社が存在していないため、記載しておりません。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合、平成30年７月28日付で普通株式１株につき

２株の割合で株式分割を行っております。このため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定

し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定

しております。

５．第13期の１株当たり配当額５円は、東京証券取引所市場第一部への市場変更に伴う記念配当であります。

６．第13期の１株当たり配当額については、平成30年７月28日付で行った株式分割前の実際の１株当たり配当額

を記載しております。

７.「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会

計期間の期首から適用しており、前第３四半期累計期間及び前事業年度に係る主要な経営指標等について

は、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は平成30年６月29日提出の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策や日本銀行の金融緩和等を背景に、企業業

績や雇用情勢の改善が続き、緩やかな景気回復基調で推移しました。一方で、米国の政策動向や地政学的リスクな

どにより世界経済の不確実性が依然として高いことや国内各地で発生した自然災害の影響等により先行きについて

は引き続き不透明な状況となっております。

雇用情勢におきましては、厚生労働省が発表した平成30年12月の有効求人倍率は1.63倍と高い水準を維持してお

ります。

インターネット広告におきましては、予約型広告から運用型広告へのシフトが進んだこと、ユーザー利用端末の

モバイル化が進み、動画広告メニューが拡充されたことなどによる結果、継続して拡大しております。

このような環境の下、当社におきましては、顧客とのパートナーシップの強化、新規顧客の開拓及びユーザー獲

得の拡大を図るとともに、新規事業の拡大に注力してまいりました。

 

a．財政状態

（資産の部）

当第３四半期会計期間末における総資産残高は3,008百万円となり、前事業年度末に比べ207百万円増加しまし

た。これは主に、現金及び預金の増加195百万円、未収入金の増加64百万円、ソフトウェアの増加39百万円、売掛金

の減少90百万円によるものです。

 

（負債の部）

当第３四半期会計期間末における負債の残高は352百万円となり、前事業年度末に比べ182百万円減少しました。

これは主に、未払法人税等の減少88百万円、未払消費税等の減少60百万円、未払金の減少15百万円によるもので

す。

 

（純資産の部）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は2,655百万円となり、前事業年度末に比べ390百万円増加しまし

た。これは主に、利益剰余金の増加366百万円によるものです。

 

b．経営成績

　当第３四半期累計期間の売上高は1,759百万円（前年同四半期比3.3％増）となりました。また、営業利益は657百

万円（同21.1％増）、経常利益は657百万円（同26.2％増）、四半期純利益は418百万円（同27.6％増）となりまし

た。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,800,000

計 76,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,941,200 20,947,200
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

であります。

単元株式数は100株でありま

す。

計 20,941,200 20,947,200 － －

（注）１．平成31年１月１日から平成31年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が6,000株増

加しております。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成31年２月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日

（注）１．

49,200 20,941,200 442 395,246 442 353,246

　（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

　　　　２．平成31年１月１日から平成31年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が6,000

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ54千円増加しております。

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　2,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,888,300 208,883 単元株式数100株

単元未満株式 普通株式　　　1,700 － －

発行済株式総数 20,892,000 － －

総株主の議決権 － 208,883 －

 

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社キャリアイン

デックス

東京都目黒区下目黒

一丁目８番１号
2,000 － 2,000 0.01

計 － 2,000 － 2,000 0.01

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成30年10月１日から平成30

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。なお、新日本有限責任監査法人は平成

30年７月１日をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,296,636 2,492,020

売掛金 341,608 251,191

前払費用 8,571 16,730

その他 188 64,600

貸倒引当金 △34 △34

流動資産合計 2,646,971 2,824,508

固定資産   

有形固定資産   

建物附属設備（純額） 4,004 3,319

工具、器具及び備品（純額） 1,399 2,312

有形固定資産合計 5,404 5,631

無形固定資産   

ソフトウエア 1,627 41,135

のれん 55,092 42,379

顧客関連資産 49,580 44,400

その他 1,030 800

無形固定資産合計 107,330 128,715

投資その他の資産   

敷金 13,066 12,682

会員権 28,300 28,300

その他 - 8,600

投資その他の資産合計 41,366 49,582

固定資産合計 154,102 183,930

資産合計 2,801,073 3,008,438

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,431 7,295

未払金 219,933 204,092

未払費用 15,205 7,102

未払法人税等 195,326 106,526

未払消費税等 67,642 6,917

前受金 10,256 5,041

預り金 18,493 5,286

賞与引当金 - 5,397

その他 8 -

流動負債合計 530,298 347,660

固定負債   

繰延税金負債 5,181 5,181

固定負債合計 5,181 5,181

負債合計 535,479 352,841

純資産の部   

株主資本   

資本金 394,793 395,246

資本剰余金 352,793 353,371

利益剰余金 1,540,681 1,907,446

自己株式 △22,674 △467

株主資本合計 2,265,594 2,655,597

純資産合計 2,265,594 2,655,597

負債純資産合計 2,801,073 3,008,438
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 1,703,206 1,759,950

売上原価 49,657 75,467

売上総利益 1,653,548 1,684,483

販売費及び一般管理費 1,110,390 1,026,537

営業利益 543,158 657,946

営業外収益   

受取利息 8 11

雑収入 97 -

営業外収益合計 106 11

営業外費用   

市場変更費用 22,088 -

為替差損 77 98

営業外費用合計 22,165 98

経常利益 521,098 657,858

税引前四半期純利益 521,098 657,858

法人税等 192,864 238,919

四半期純利益 328,233 418,939
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

減価償却費 10,600千円 12,078千円

のれんの償却額  9,495 12,713

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月21日

取締役会
普通株式 52 5 平成30年３月31日 平成30年６月13日 利益剰余金

（注）１．１株当たり配当額は、東京証券取引所市場第一部へ市場変更したことによる記念配当５円でありま

す。

２．当社は、平成30年７月28日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。なお、

１株当たり配当額については、当該株式分割前の株式数を基準に記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、集客代行事業の単一のセグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 15.80円 20.05円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 328,233 418,939

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 328,233 418,939

普通株式の期中平均株式数（株） 20,773,024 20,889,635

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 15.60円 19.96円

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 270,787 103,214

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合、平成30年７月28日付で普通株式１株につき２株

の割合で株式分割を行っております。このため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当

たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

 

平成31年２月14日

株式会社キャリアインデックス
 

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉澤　祥次　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡部　誠　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャリ

アインデックスの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第14期事業年度の第３四半期会計期間（平成30年10月１

日から平成30年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャリアインデックスの平成30年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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